
6.データの持ち出し 操作(1) 仮想領域へ保存
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※この操作には管理職権限が必要です。

①ファイルサーバからローカルにファイルを取り出す場合、取り出したいファイルを一旦ローカルの

仮想領域に保存する必要があります。

FileShareで取り出したいファイルを選択した後、メニューのダウンロードボタンをクリックするか、

ファイルを右クリックし、「ファイルをダウンロード」を選択するとダイアログが表示されます。

Cドライブの「00_取り出し」フォルダを選んで「OK」を押すとデータが仮保存されます。

※データセンター（ファイルサーバ）からローカル（校務PC）にファイルを取り出す必要があるときの
操作方法です。
例）・教育委員会にデータセンター内のファイルをメールに添付して送るとき
・個人情報でないデータ（学習教材等）をデータセンター内に保存してしまったとき



操作(2) 仮想領域に保存したファイルの確認（VBox）

②fileshareを一度終了し、SGateランチャーから、

「VBox」をクリックしてください。
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③表示されたＶＢoxのウィンドウで、Cドライブを

選択します。「更新」ボタンを押すと、

Cドライブに「00_持ち出し」フォルダが表示され

ます。中に該当のファイルがあることを確認

してください。



操作(3) 仮想領域からローカルへ
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④ファイルを保存したフォルダを開いた後、取り出したいファイルを選択し、「ファイルの取出し」を

選択します。（メニューの取り出しボタンでも可能です。)

00_取り出し



操作(4) ローカルに保存、削除
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⑥ファイルを取り出す先のフォルダを選択（※）し、

「OK」をクリックします。

（※デスクトップを選択するとわかりやすいです）

⑤取り出しを確認するメッセージが表示さ

れますので、「はい」を選択します。

ローカルにデータを取り出してもファイルサーバ（データセンター）側には

元データが残っていますので再度移動する必要はありません。個人情報に関する
データを取り出したときは使用後、速やかに取り出したローカルのデータを削除し
てください。



操作(5) データのアップロード
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先ほどのダウンロードとは逆に、端末側（ローカル）のデータをsgateに保存したいときの操作になりま

す。こちらの操作も管理職権限が必要です。

アップロードの手順はとても簡単です。事前にデスクトップに該当のファイルを置きます。

Sgateのファイルfileshareを立ち上げ、

デスクトップの該当のファイル、fileshareが同時に見られる状態にします。

「デスクトップ上の該当ファイルをマウスでSGATE内にドラッグ」するとアップロードが完了です。

マウスで
ドラッグ

↑目的のファイル


